
平 成 ２ ４ 年 度 学 力 向 上 に 向 け た 取 組

函 館 市 立 赤 川 中 学 校 学 級 数 １ ３

視 点 １ ： ア プ ロ ー チ の 視 点 に 基 づ い た ，「 組 織 的 」 で 「 つ な が り 」（ 学 び の 連 続 性 ・ 学
校 内 外 の 連 携 ） を も っ た 取 組

重 点 教 育 目 標
明 る く 生 き 生 き と 活 動 し ， 意 欲 的 に 学 ぶ 生 徒 の 育 成

１ 取 組 の き っ か け
全 国 学 力 学 習 状 況 調 査 の 結 果 及 び ３ 年 前 か ら の 生 徒 指 導 面

の 強 化 に 向 け て の 取 組 か ら ， 本 校 の 学 習 面 で 以 下 の 課 題 が 浮
き 彫 り と な っ た 。
( 1 )学 習 に 向 か う 姿 を 作 り 上 げ る た め の 「 学 習 常 規 」 の 徹 底
( 2 ) 学 習 に 向 か う た め の 「 家 庭 学 習 と 宿 題 」 を 徹 底 し て や り
き ら せ る た め の 方 策

( 3 )学 習 か ら 「 離 さ な い 」 た め の 「 各 種 補 充 学 習 」 の 必 要 性
そ の た め ， 校 長 の 経 営 方 針 を 基 に 準 備 委 員 会 等 で 検 討 し ，

重 点 教 育 目 標 の 達 成 に 向 け て 赤 川 中 学 校 の 【 よ り 確 か な 学
力 】 を 育 む 取 組 を ス タ ー ト さ せ た 。

２ 取 組 の 位 置 付 け
校 長 ・ 教 頭 ・ 教 務 ・ 研 究 ・ 生 徒 指 導 が 「 学 力 向 上 」 に 関 わ る 共 通 理 解 を 図 り ，

教 育 課 程 の 改 善 充 実 を 進 め て い る 。

３ 取 組 の 方 法
な か な か 理 解 の 進 ま な い 生 徒 な ど の 基

礎 ・ 基 本 の 定 着 を 図 る た め 、 数 学 の 授 業
を ２ 人 体 制 で 行 っ た り 基 礎 コ ー ス と 応 用
コ ー ス に 分 け て 学 習 し ま す 。
１ 年 数 学 … 週 ２ ～ ３ 時 間 習 熟 度
別 学 習 ・ ・ ・ 年 間 １ ４ 時 間
２ 年 数 学 … 週 １ ～ ２ 時 間 習 熟 度
別 学 習 ・ ・ ・ 年 間 １ ０ 時 間

定 期 テ ス ト 前 の ３ 日 間 、 生 徒 全 員 が 補
充 学 習 の 時 間 １ 時 間 を 利 用 し ， 主 に テ ス
ト 対 策 を 中 心 と し た 補 充 学 習 を 行 い ま
す 。 ま た ， 学 年 に よ っ て は 日 常 の 学 習
の 補 充 に も 取 り 組 み ま す 。

基 礎 的 ・ 基 本 的 な 内 容 を 中 心 に ， 生 徒
一 人 一 人 に 応 じ た 学 習 の 課 題 を 設 け 補 充
す る こ と で 学 習 に 対 す る 意 欲 を 向 上 さ せ ，
主 体 的 な 学 習 態 度 を 育 て ま す 。 夏 休 み 前
半 の ３ 日 間 と 後 半 の ２ 日 間 の 計 ５ 日 間 を
設 定 し て い ま す 。

授 業 に 臨 む 態 度 が で き て い な け れ ば 、
授 業 の 内 容 は 伝 わ り ま せ ん 。 自 主 的 に 集
中 し て 授 業 に 臨 む 姿 勢 を 育 て ま す 。

生 徒 が 自 分 自 身 で 「 学 習 を 前 へ 進 め る
た め の 実 行 表 」 で す 。 そ の 日 の 家 庭 で の
生 活 を 記 し ， 次 の 日 に 向 か う た め の 心 構
え を つ く る た め の 礎 と な り ま す 。 併 せ て
「 自 主 学 習 ノ ー ト 」 も 活 用 し ま す 。

Ａ各教科・領域等
における系統性や，
他の教科・領域等
との関連に配慮す
る

Ｂ長期的な見通し
をもって，学習内
容を確実に定着さ
せる

Ｃ校内研究の進め
方を見直す

Ｄ授業公開や外部
への公開・発信を
生かす

１．数学ではＴＴや

習熟度別学習を計画的に実施します

２．ステップアップ学習

のより確かな充実を図ります

３．サポート学習

のより確かな充実を図ります

４．学習規律を

さらに徹底します

５．学習実行表『Ｒｅｄ Ｎｏｔｅ』

を生かした学習習慣づくりを推進します

取組の概要



○ 取 組 の 成 果
・ 習 熟 度 に 応 じ た 数 学 科 の 学 習 を 計 画 的 に 実 施 し ，基 礎 学 力 の 確 実 な 定 着 に 努 め た 。
（ 成 果 ） → 全 国 学 力 調 査 や チ ャ レ ン ジ テ ス ト 等 で 明 ら か に な っ た 基 礎 基 本 の 学 力 定

着 に 向 け ， 各 教 師 が 課 題 意 識 を 持 っ て 取 り 組 む こ と が で き た 。
・ 各 補 充 学 習 の 充 実
（ 成 果 ） → 日 常 の 早 朝 ， 放 課 後 補 充 学 習 ・ 定 期 テ ス ト 前 の ス テ ッ プ ア ッ プ 学 習 ・ 長

期 休 業 期 間 中 の サ ポ ー ト 学 習 な ど 各 種 補 充 学 習 に 対 し て ， 生 徒 自 身 が 積
極 的 に 参 加 し 学 習 す る 姿 勢 が 目 立 っ て き て い る 。

・ 学 習 規 律 の 徹 底
（ 成 果 ） → 確 か な 学 力 の 定 着 の 基 盤 と な る 学 習 規 律 が 徹 底 さ れ ， 学 校 全 体 で 落 ち 着

い た 環 境 の 中 ， 学 習 に 取 り 組 む 姿 が 確 立 さ れ て い る 。
・ 家 庭 学 習 と 家 庭 で の 生 活 習 慣 を 充 実 さ せ る た め の 学 習 実 行 記 録 「 Ｒ Ｅ Ｄ Ｎ Ｏ Ｔ

Ｅ 」 を 用 い た 学 習 習 慣 づ く り の 定 着 。
（ 成 果 ） → 学 校 と 家 庭 、 生 徒 と 教 師 を つ な ぐ 学 習 及 び 生 活 の 記 録 と し て R E D N O T Eを

活 用 し ， 生 徒 自 身 の 学 習 へ の 前 向 き な 姿 勢 を 作 る と と も に ， 生 活 改 善 へ の
一 助 に も な っ て い る 。

※ 学 校 と し て の 特 色 あ る 教 育 活 動 は ， 教 育 課 程 全 体 に 取 り 入 れ ら れ ， 実 効 性 の あ
る 取 組 を 今 後 も 継 続 し て い き た い 。

○ 教 育 課 程 検 証 の 方 法
・ ＜ 内 部 評 価 と し て ＞ ７ 月 （ 中 間 評 価 ） と １ ２ 月 （ 年 度 末 評 価 ） の 年 間 ２ 回 の

内 部 評 価 を 実 施 し ， 年 度 途 中 で の 改 善 ・ 更 新 に 努 め て い る 。
・ ＜ 外 部 評 価 と し て ＞ 保 護 者 ア ン ケ ー ト ・ 学 校 関 係 者 評 価 の 中 で ， 生 徒 ア ン ケ ー

ト の 結 果 を 掲 載 紹 介 し ， 評 価 の た め の 参 考 と し て い る 。
・ ＜ 生 徒 ア ン ケ ー ト ＞ 生 徒 ア ン ケ ー ト の 分 析 結 果 を 各 学 年 ・ 各 分 掌 の 評 価 に 生

か し ， 次 年 度 へ の 改 善 ・ 計 画 に 努 め て い る 。
・ ＜ 授 業 評 価 ア ン ケ ー ト ＞ 生 徒 に よ る 各 教 科 の 授 業 評 価 を 実 施 し ， 教 科 の 指 導 法 ・

年 間 指 導 計 画 の 改 善 に 生 か し て い る 。

※ 内 部 評 価 ・ 外 部 評 価 ・ 生 徒 ア ン ケ ー ト の 項 目 を で き る 限 り 一 致 さ せ ， 評 価 の
整 合 性 を 図 る と と も に ， 保 護 者 地 域 関 係 者 へ の 発 信 を 積 極 的 に 実 施 し て い る 。

取組の成果と課題等


